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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

白
板
地
区
の
皆
様
に
は
、
お
健

や
か
に
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
、
白

板
地
区
町
会
活
動
に
深
い
御
理
解

と
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

城
西
町
に
移
転
新
築
さ
れ
た
公

民
館
も
3
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

地
区
公
民
館
と
し
て
、
本
当
に

よ
く
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

地
区
を
越
え
た
人
達
の
利
用
も

多
く
、
サ
ー
ク
ル
活
動
・
勉
強
会
・

ス
ポ
ー
ツ
・
発
表
会
等
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
（
12
月
28
日
）
も
、
福

島
県
飯
館
村
よ
り
小
中
学
生
20
名

弱
が
来
館
さ
れ
、
地
元
丸
ノ
内
中

学
校
の
生
徒
と
の
交
流
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

白
板
地
区
の
、
丸
ノ
内
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
と
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
や
料
理
を

一
緒
に
作
り
昼
食
を
摂
り
、
歓
談

さ
れ
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
に
こ
や
か
な
顔
を

さ
れ
、
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
人
達
の
集
ま
れ
る
場

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
地
域
の
人
達
と
交
流
を

深
め
、
白
板
地
区
が
発
展
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
一
年
お
互
い
に
が
ん
ば
り
、

住
民
同
士
の
親
密
な
関
係
を
作
り
、

人
と
人
の
絆
を
よ
り
強
い
白
板
地

区
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
年
が
白
板
地
区
の
皆
様
の

最
高
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 　

当
地
区
の
民
生
委
員
は
16
名
、

町
会
単
位
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
か
ら
障
が
い
者
、

高
齢
者
全
般
に
わ
た
り
、
住
民
と

行
政
の
「
つ
な
ぎ
役
・
か
け
橋
に
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
達
は
市
民
感
覚
を
大
切
に
守

秘
義
務
を
守
る
こ
と
を
心
が
け
て

い
ま
す
。
会
は
和
と
輪
を
目
指
し

大
切
で
楽
し
い
心
の
温
か
な
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

気
軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

　

宮
崎
町
公
民
館
は
駒
町
と
の
共
有

公
民
館
で
す
。
白
板
地
区
公
民
館
か

ら
徒
歩
5
分
、
同
じ
建
物
の
1
階
に

は
、
白
板
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば
と
い
う

恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
か
け
声
の

も
と
、
先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た

「
ひ
ま
わ
り
会
（
高
齢
者
ク
ラ
ブ
）」

の
活
動
や
、
ひ
ろ
ば
事
業
の
「
ふ
れ

あ
い
健
康
教
室
」
に
日
程
を
合
わ
せ

て
開
催
す
る
「
ふ
れ
あ
い
会
食
会
」

を
中
心
に
、
み
ん
な
が
集
ま
れ
る
公

民
館
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

他
町
会
同
様
、
参
加
者
の
固
定
、

担
い
手
不
足
等
の
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
参
加
者
が
仲
良
く
笑
っ

て
楽
し
め
る
場
の
提
供
に
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
公
民
館
は
大
正
時
代
に

造
ら
れ
た
博
物
館
の
様
な
レ
ン
ガ
造

り
の
公
民
館
で
す
。
平
成
22
年
に
松

本
市
災
害
危
険
調
査
を
受
け
、
早
急

に
耐
震
化
工
事
が
必
要
と
な
り
、
な

ん
と
東
北
震
災
の
1
ヶ
月
前
に
完
成

し
ひ
と
安
心
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年
シ

ロ
ア
リ
発
生
！
松
本
市
の
補
助
を
受

け
駆
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
会
の
行
事
は
5
月
の
三
峯
神
社

の
例
祭
か
ら
始
ま
り
、
春
・
秋
2
回

の
女
鳥
羽
川
・
田
川
の
草
刈
り
。
新

し
い
住
宅
が
で
き
、
子
供
が
増
え
て

青
山
様
ぼ
ん
ぼ
ん
は
存
続
の
危
機
を

脱
し
ま
し
た
。
秋
は
敬
老
会
、
松
本

市
の
バ
ス
を
利
用
し
た
研
修
会
。
本

年
度
は
「
高
山
市
街
と
温
泉
入
浴
」、

裸
の
付
き
合
い
を
通
し
て
楽
し
く
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。
他
に
、「
ふ
れ

あ
い
会
食
会
」
等
の
行
事
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
、
道
路
拡
幅
の
工
事
で
世
帯

数
の
変
化
が
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の

絆
を
深
め
助
け
合
っ
て
住
み
よ
い
街

作
り
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

長
い
間
待
ち
望
ん
で
い
た
巴
町
公

民
館
は
、
平
成
17
年
10
月
1
日
に
竣
工

式
と
完
成
祝
賀
会
が
盛
大
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
12
年
に
、
北
松
本
立
体
交
差
が

開
通
し
、
そ
の
当
時
と
比
べ
れ
ば
世
帯

数
も
減
少
し
、
現
在
巴
町
町
会
は
21
世

帯
と
法
人
29
戸
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
会
の
行
事
と
し
て
春
、
秋
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
敬
老
会
、
新
年
会
、

出
前
ふ
れ
あ
い
健
康
教
室
、
ま
た
ふ
れ

あ
い
会
食
会
と
し
て
本
場
山
形
県
の

地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

 　
　
　
　
　
　
　

 

会
長　

山
本　

雄
二

宮
崎
町
公
民
館

館
長　

北
野　

町
子

白
板
南
公
民
館

館
長　

武
居　

良
和

巴
町
公
民
館

館
長　

藤
澤　

文
雄

民
生
委
員
法
第
一
条
で
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

も
っ
て
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

相
談
に
応
じ
、
及
び
必
要
な
援
助
を
行

い
、
も
っ
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。

丸　

山　

繁　

隆

澤　

海　

さ
つ
き

永　

森　

愛　

子

黒　

田　
　
　

信

永　

田　

順　

子

浅　

田　

洋　

子

中　

村　

宗　

晴

小　

林　

佳
世
子

丸　

山　

美
智
子

花　

岡　

史　

子

吉　

村　

正　

敬

小　

野　

文　

雄

天　

野　

雅　

代

神　

戸　

和　

代

山　

本　

雄　

二

原　
　
　

光　

江

折
井
町
、
巴
町

白
板
南

白
板
中

白
板
宮
本

宮
渕
東

宮
渕
東

宮
渕
日
向

宮
渕
新
橋
、
宮
渕
本
村

蟻
ヶ
崎
西

蟻
ヶ
崎
西

蟻
ヶ
崎
西

蟻
ヶ
崎
西

放
光
寺

駒
町
、
宮
崎
町

城
西
町

主
任
児
童
委
員

委
員
名

担
当
地
区

い
も
煮
を
お
手
本
に
し
て
町
会
の
皆

様
の
御
協
力
で
楽
し
く
和
や
か
に
親

睦
を
深
め
活
動
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

現
在
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
よ
り

一
層
の
絆
を
深
め
、
助
け
合
い
、
支
え

合
い
が
で
き
る
町
会
作
り
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長
　矢
野
　良

白
板
地
区
町
会
連
合
会

寿 

春

木目込み

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
決
ま
る

新
春
連
載

新
春
連
載
町
内
公
民
館
長
さ
ん
達
に
熱
い

　
　思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
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昭
和
11
年

11
月
26
日
に
、
政

府
は
信
濃
鉄
道
の

買
収
を
決
定
し
、

昭
和
12
年
６
月
１

日
に
信
濃
鉄
道
を

国
鉄
に
移
管
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
前
日
の
５
月

31
日
に
、
信
濃
鉄

道
は
従
業
員
を
参

集
さ
せ
解
散
式
を

行
い
ま
し
た
。
松

本
商
工
会
議
所
は
松
本
市
と
共
同

で
、
６
月
１
日
に
関
係
者
と
来

賓
３
０
０
人
の
参
会
を
得
て
、
北

松
本
駅
構
内
で
盛
大
な
祝
賀
式
を

行
い
ま
し
た
。
買
収
さ
れ
た
車
両

は
、
蒸
気
機
関
車
３
両
、
電
気
機

関
車
３
両
、
電
車
10
両
、
貨
車
48

両
で
し
た
。
「
し
ん
て
つ
」
の
愛

称
が
消
え
去
り
ま
し
た
。

白板探検隊 ④
特別編

～信濃鉄道と北松本駅～

平成1（1989）年 8月　北松本駅舎

昭和56（1981）年 3月　荷物車と北松本駅舎

昭和53（1978）年 3月17日 朝　北松本踏切

国
鉄
移
管
・
車
両
基
地
廃
止

　

昭
和
36
年
10
月
に
は
、
準
急

「
白
馬
」
が
昭
和
46
年
４
月
に
は

特
急
「
あ
ず
さ
」
が
乗
り
入
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
代
、
踏
切
の
遮
断

機
は
自
動
で
は
な
く
人
力
で
し

た
。
作
業
員
が
、
大
き
な
ハ
ン

ド
ル
を
ぐ
る
ぐ
る
回
し
て
遮
断

機
の
上
げ
下
げ
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

昭
和
50
年
頃
の
記
憶
で
す
が
、

駅
前
に
は
売
店
が
あ
り
、
駅
舎

入
口
右
側
手
前
が
荷
物
受
付
所

で
、
奥
側
が
切
符
売
場
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
車
両
は

６
両
編
成
で
大
勢
の
人
が
乗
り

降
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
57
年
10
月
31
日
に
は
貨

物
の
取
り
扱
い
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
60
年
３
月
14
日
ダ
イ
ヤ

改
正
に
よ
り
車
両
基
地
も
松
本

運
転
所
に
統
合
さ
れ
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

（
１
９
３
６
）

靴下のサンタ ケーキ

サンタのプレゼント やまぼうしの演奏

　

12
月
18
日
（
日
）
午
後
、
白
板
地

区
公
民
館
で
、
丸
ノ
内
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
が
、
参
加

者
55
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
赤
奉
仕
団
の
井
垣
さ
ん
に
、
靴

下
の
サ
ン
タ
作
り
の
指
導
を
う
け
、

こ
ど
も
達
は
、
思
い
思
い
の
表
情
の

あ
る
サ
ン
タ
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

災
害
時
に
は
、
こ
れ
が
靴
下
と
し
て

使
用
で
き
ま
す
。

　

毎
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
演
奏
を

し
て
く
れ
る
「
や
ま
ぼ
う
し
」
の
み

な
さ
ん
と
の
音
楽
会
の
あ
と
は
、
自

分
が
作
っ
た
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
り
、

ス
ト
ロ
ー
吹
き
矢
・
輪
投
げ
な
ど
５

種
類
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
ゲ
ー
ム

後
サ
ン
タ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。

　

「
楽
し
か
っ
た
」
「
ま
た
来
年
く

る
ね
」
と
口
々
に
言
っ
て
帰
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事

故
の
影
響
で
避
難
生
活
を
し
て
い

る
福
島
県
飯
館
村
の
小
中
学
生
を

松
本
市
に
招
く
「
信
州
ま
つ
も
と

こ
ど
も
キ
ャ
ン
プ
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
（
27
日
か
ら
３
日
間
）

　

12
月
28
日
（
水
）
午
前
、
白
板

地
区
公
民
館
で
、
飯
館
村
の
小
中

学
生
・
引
率
計
16
名
、
丸
ノ
内
中

学
生
・
丸
ノ
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
・
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
・

信
大
生
・
市
関
係
者
等
33
名
、
合

計
49
名
で
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

開
会
式
後
４
班
２
組
に
分
か

れ
、
フ
ラ
バ
ー
ル
バ
レ
ー
・
吹
き

矢
を
交
代
で
行
い
ま
し
た
。
吹
き

矢
で
は
「
最
初
難
し
い
と
思
っ
た

け
れ
ど
、
や
っ
て
見
た
ら
出
来

て
楽
し
か
っ
た
」
「
真
ん
中
に
あ

た
っ
て
気
持
ち
良
か
っ
た
」
等
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

次
に
五
平
も
ち
づ
く
り
を
体
験

し
ま
し
た
。
飯
館
村
の
こ
ど
も
達

と
丸
ノ
内
中
学
２
年
生
有
志
が
、

仲
良
く
協
力
し
合
い
、
和
気
あ

い
あ
い
と
、
五
平
も
ち
づ
く
り
を

し
、
く
る
み
・
ご
ま
・
ネ
ギ
み
そ

の
３
種
類
の
た
れ
を
つ
け
て
各
自

３
本
作
っ
て
い
ま
し
た
。
お
互
い

の
距
離
感
が
縮
ま
り
、
い
い
交
流

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

五
平
も
ち
・
山
賊
焼
き
・
き
の

こ
汁
で
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
「
お

い
し
か
っ
た
」
「
楽
し
か
っ
た
」

等
口
々
に
言
っ
て
公
民
館
を
後
に

し
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
し
た

が
、
こ
ど
も
達
に
と
っ
て
、
貴
重

な
体
験
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
会

信
州
ま
つ
も
と
こ
ど
も
キ
ャ
ン
プ

飯
館
村
小
中
学
生
と
丸
ノ
内
中
学
生
有
志
の
交
流
会

昼食 フラバールバレーご飯半つぶし

吹き矢

割りば
しに

2つさ
して

はいチーズ


